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スピノザにとっての「妥当」。 

　〇〇は妥当な認識を含んでいないと、とか明瞭判然ではないというような文章がこんかいたくさん出て

きている。スピノザにとって妥当とはなんなのか。定理二八の書き方が結構衝撃だった。 

 

定理二八　人間身体の変状の観念は、単に人間精神に関連している限り、明瞭判然たるもので

はなく、混乱したものである。 

 

証明　なぜなら、人間身体の変状の観念は外部の物体ならびに人間身体自身の本性を含んでい

る（この部の定理一六により）。しかもそれは人間身体の本性のみならずその部分の本性も含ん

でいなければならない。なぜなら変状とは人間身体の部分、したがってまた身体全体が刺激され

る様式だからである（要請三により）。ところが（この部の定理二四および二五により）外部の物体

の妥当な認識ならびに人間身体を組織する部分の妥当な認識は神が人間精神に変状したと見ら

れる限りにおいては神の中になく、神が他の多くの観念に変状したと見られる限りにおいて神の

中に在る、〈言いかえれば（この部の定理一三により）この認識は神が人間精神の本性を構成す

る限りにおいては神の中にない〉。ゆえにこの変状の観念は、単に人間精神に関連している限り

は、いわば前提のない結論のようなものである。言いかえればそれは（それ自体で明白なように）

混乱した観念である。 

 

　「外部の物体の妥当な認識ならびに人間身体を組織する部分の妥当な認識は神が人間精神に変状

したと見られる限りにおいては神の中になく、神が他の多くの観念に変状したと見られる限りにおいて神

の中に在る」とある。人間身体の変状の観念によって人間身体自身を認識はする（定理一九より）が、

その観念自体は、混乱している。 

　あまり上手く言えないが、人間の認識している対象そのものではない他のものに神は変状している、

人間精神は神という必然性そのものを知ることができないと言っているように思う。その必然性なしでも

のごとを認識しているということは、知るべき前提をしらず結論をべているということ。世界（神）というす

べてに対して人間精神というものの限定制が示されているように思う。 
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